
Developmental Stages in Human Embryos
~STAGE12~23 外耳および内耳に関する記述のまとめ~



STAGE12
外形

　前ステージでは２つだった鰓弓が３つになる

　後のステージで鰓弓が４つみえるものがあるが、一般的には最終的に３つまでみえる

　耳胞はほとんど閉じている

耳

　耳胞は発達の程度を測定するための重要な特徴の一つ

　CS11以下では耳胞は表面で開いている
　耳胞は見つからないくらい小さいことが多い

　右図は耳胞が閉じていく様子

　耳胞の上皮は表面の外胚葉と比べ分化しており、はっきり区別できる

　十分に保存されておらず柔らかい胚では耳胞の形に歪曲と異常がみられるかもしれない

　(一般に歪曲は皮膚外胚葉で耳胞が接合するところにみられる)
　耳胞が表面にとどまることによって、耳胞と表面の間に管がみられることがある

　前庭神経はまだ耳窩の壁から形成されており、耳胞を発達させている

 



STAGE13
外形

　耳胞は表面から完全に切り離される

　内耳神経は舌骨弓の背側に伸びていく

神経

　蝸牛神経と前庭神経が内耳神経節をつくる

　(少し発達した胚では、神経繊維は前庭部で発達し始める)

耳

　右図は耳胞の形の変化

　耳胞は完全に閉じている

　ステージ初期では耳胞と表皮の間に管状のものがみられるものがある

　外胚葉が厚くなり管状のものはなくなる

　管状のものを作っていた細胞は表面の外胚葉の働きを負うようになる

　前庭後背部で内リンパ管が分化していき識別できるようになる

　耳胞は周囲の中胚葉によって特徴的になっていく

    (血管形成により毛細血管がめぐらされる)
　前庭部の内耳神経節と前庭神経繊維は識別できる

 



STAGE14
外形

　第３鰓弓は比較的小さく第２鰓弓に隠される

耳

　内リンパ管が先細りになっていることをのぞいてあまり前ステージとの特徴の違いはない

　内耳迷路となる部分の耳胞の壁があつくなっているものもある

　耳胞を増加した中胚葉性細胞が囲む　これは軟骨性耳殻となる

 



STAGE15
外形

　下顎弓の尾側側面は外耳の形成に関与している

耳

　内リンパ管はより細長くなる

　卵形嚢が明白になる

　CS15後期の胚では膜迷路の外側の上の小さな溝は将来の半器官の部位である
　少なくとも前方と後方の半規管膨大部の感覚神経束は認識できる

　耳殻は凝縮された間充織によってできている



STAGE16
外形

　細胞増殖のため耳介小丘が大きく見える

　第２鰓弓はより大きくなり 第3鰓弓は表面から見えなくなっている
顔

　下顎の舌骨弓の表面には耳介小丘がある

耳

　内リンパ管は長い

　半規管の前兆として耳胞の主な部分あるいは前庭部の壁が厚くなる

　まだ区分できないが 耳胞の腹側尾部は蝸牛管の起源である

 



STAGE17
外形

　耳介小丘はstage17で特徴的な形になる

　耳介小丘は、上図のように、6つの小丘からなる
  (第１鰓弓に3つ(No.1-3)、第2鰓弓に3つ(No.4-6))
　第1鰓弓の3つは、第２鰓弓のものほどはっきり区別できない
　第１鰓弓の最も腹側にある小丘は耳珠になり、残り2つは耳輪となる
　２列の耳介小丘の間で第1鰓弓溝の幅と深さが増し、甲介と外耳道の形成が始まる
　まず、耳介小丘がつながって鍵穴のような形をつくり、耳介小丘No.2とNo.5が近づき
　数字の8のような形になり、溝は腹側と背側にわかれる
　外耳の形成は第1鰓弓と第２鰓弓のごく表面的な部分だけでおこる
　外見では外耳は他の構造から独立しているが、発達は他の器官と強調しているので、外耳の

　状態から胚子が属するstageが決められる

 

 



STAGE17
耳

　下図のように、膜迷路が発達する

　内リンパ管は比較的大きく、薄い壁で囲まれた紡錘状の嚢となる

　膜迷路の先端が伸長している(将来、蝸牛管となる)
　前庭部の壁がより薄くなり、接触面がなくなり半器官が形成されようとしている

　耳小骨は間充織の中で明確になる

 

 



STAGE18
顔

　耳介小丘はより側面でみられるようになる

　前stageでは各々が突出していた耳介小丘が、隣接したものどうし融合し外耳のもとになる
　耳介小丘No.1-3はNo.4-5よりも発達している
　耳介小丘No.2,3は耳輪を形成する過程で融合し、それぞれがわかりにくくなる
　(発達の早い個体では耳介小丘No.4,5が対輪になるために融合し始めている)
　耳介小丘No.1,6は他と融合せず、後に、耳珠と対珠になる
耳

　半規管は膜迷路の厚い上皮組織からできる

　隣接した上皮層は接着し、規定膜を失い、消失する

　このstageでは1~3つの半規管ができる(順番：前部→後部→外側)
　総脚は最初から明瞭である

　蝸牛管はL字形になる
　間葉系のアブミ骨(アブミ骨動脈を含む)とアブミ骨筋が確認できる
　(第1,2咽頭軟骨の骨化が始まっているかもしれない)



STAGE19~23
 Stage19
         蝸牛管）L－字形の蝸牛管の先端が上方に回転する
 Srage20
         蝸牛管）蝸牛管の先端は上方へ伸びていたが、次は水平方向に伸びる
 Stage21
     　蝸牛管）蝸牛管の先端は下方に伸びている
 Stage22
         外形        外耳の形成が著名にすすんでいる
       　             耳珠と対珠がより明確になっている
         蝸牛管）蝸牛管の先端は再び上方へ伸びる
 Stage23
         蝸牛管）再び水平に進み、再び下方に進む

           残念なことに後期stageの胚子の中耳と内耳の詳細な説明が不足している
 


